
平成１９年度実績評価書要旨

政策体系上の位置付け労働時間等の設定改善の促進等を通じた仕事
と生活の調和対策を推進すること

評価実施時期：平成１９年８月 担当部局名：労働基準局勤労者生活部企画課

基本目標Ⅲ
労働者が安心して快適に働くことが
できる環境を整備すること
施策目標２
勤労者生活の充実を図ること

（Ⅲ－４－１）

施策名

施策の概要

【達成すべき目標、測定指標、目標期間、測定結果　等】

  労働時間等の設定を、労働者の健康と生活に配慮した多様な働き方に対応したも
のへ改善していくことが重要との観点から、労働時間等設定改善法に基づき、長時
間労働の是正に向けた所定外労働の削減等に重点を置いた取組を推進する。

   事業主等による労働時間等の設定の改善に向けた取組を促進するための支援を行う
とともに仕事と生活の調和に係る社会的気運の醸成を図ること等により、週労働時間６
０時間以上の雇用者の割合は平成１７年以降減少しており、平成１８年は１０．８％と目
標を達成したと評価できる。
　 しかし、仕事と生活の調和の実現がこれまで以上に求められる中、３０代から４０代の
男性については、週労働時間６０時間以上の雇用者の割合が増加しているなど依然とし
て長時間労働の実態があることから、これらの者に重点を置き、引き続き各種事業を
行っていく必要がある。
（※太字部分は、重点評価課題該当部分）

【評価結果の概要】

施策に関する
評価結果の概
要と達成すべき
目標等

（評価結果の分類）
　　施策目標を達成した
※ただし、仕事と生活の調和の実現がこれまで以上に求められる中、３０代から４０代の男
性については、週労働時間６０時間以上の雇用者の割合が増加しているなど依然として長
時間労働の実態があることから、これらの者に重点を置き、引き続き各種事業を行っていく
必要がある。

関 係 する 施政
方針演説等内
閣の重要政策
（主なもの）

平成19年1月26日

年月日

第１６６回国会に
おける安倍内閣総
理大臣施政方針演
説

記載事項（抜粋）

働き方の見直しやテレワーク人口の倍増などを通じて、仕事と家庭生
活の調和を積極的に推進

施政方針演説等

施策目標に係る指標
（達成水準／達成時期）

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８
１ 週労働時間６０時間以上の雇用者 12.1 12.2 12.2 11.7 10.8

の割合（単位：％）
(平成１５年(１２．２％)と比べ
１割以上減少／平成２１年度)

（調査名・資料出所、備考）
・指標１は、総務省「労働力調査」による。


